




要約:1985 年から 1990 年までに当院 NICU に入院した新生時のうち、生存退院し、6ヵ月以

上フォロー可能であった児の再入院は169 例、281回で、再入院率は10.9%であった。出生

体重別では極小未熟児が 30 例、18%を占め、原因疾患としては呼吸器感染症が 28,5%で最

も多かった。5回以上の頻回再入院は 10 例あり、2ヵ月以上の長期再入院は 12 例、死亡例

は 11 例あり、これらの症例は先天異常や中枢神経学的後障害を有する児が多かった。また、

死亡例のうち 3例は SIDS(広義)であった。NICU退院後も継続医療を必要とする児の在宅療

法のむずかしさをうかがわせると同時に、ハイリスク児やその家族に対する社会・経済的

援助、24 時間体制の後方援助医療機関の確保が必要である。 


